
 

 

 

 

 

  

Web入力方法（「研究経費とその必要性」） ※PDF出力した研究計画調書の後半部分にあ

たります。 



 

 

 

  

原則、１０万円以上の物品は設備備品費で、１０万円未満の物品は消耗品費となります。 

 

【例外】 

・図書・・・・消耗品費 

・ソフトウェア（買い切り）・・・・消耗品費 ※ライセンス料は「その他」へ 

・１０万円以上でも１年未満に消耗する物品・・・・・消耗品費 

直接経費の入力

単位は「「千円単

位」です。 

数量、単価、金額を入力し、「再計算」をク

リックすると金額が自動計算され、研究経

費や使用内訳に反映します。 

「設備備品費」「消耗品費」を計上する場合は、その必要性・積算根

拠を記入してください。 

 

「設備備品費」がいずれかの年度で研究経費の９０％を超える場合

及び「消耗品費」で特に大きな割合を占める経費がある場合、研究遂

行上の必要性についても併せて記入してください。 



 

 

  

【国内旅費・外国旅費】 

研究代表者、研究分担者、研究協力者の海外・国内出張のための経費

（交通費、宿泊費、日当）等をその事項ごとに記入してください。 

（できるだけ行き先や日数を具体的に記載してください。） 

 

【人件費・謝金】 

資料整理、アンケートの配布・回収などを行う研究協力者に係る謝金等

をその事項ごとに記入してください。 

例：資料整理（内訳：〇人×〇月・〇〇千円） 

 

【その他の明細】 

設備備品費、消耗品費、旅費、人件費・謝金のほか当該研究を遂行す

るための経費を記入してください。 

例：印刷業、通信費（切手、電話等）、運搬費、学会参加費、翻訳・英訳

校閲（業者へ委託する場合）、Zoom有料アカウント、ソフトウェアのライ

センス料 など 

「旅費」「人件費・謝金」「その他」を計上する場合は、そ

の必要性・積算根拠を記入して下さい。 

いずれかの年度で、「旅費」又は「人件費・謝金」のいず

れかの費目が研究経費の９０％を超える場合及び「そ

の他」で特に大きな割合を占める経費がある場合、研

究遂行上の必要性についても併せて記入してください。 



 

 

 

  

Web入力方法（「研究費の応募・受入等の状況」） ※PDF出力した研究計画調書の後半

部分にあたります。 



 

 

 

科研費以外にも国内外を問わず、競争的研究費のほか民間財団からの助成金、

企業からの受託研究費や共同研究費、和歌山大学内で競争的に配分される研究

費（独創的研究支援プロジェクト等）についても記載してください。 

ご自身の研究期間全体の配分額を記入してください。 

▼研究代表者の場合 

研究代表者が使用する予定の金額（研究分担者分を除いた額） 

▼研究分担者の場合 

本人が受け入れ自ら使用する予定の金額 

ご自身が研究代表者として応募す

る以外にも、今回研究分担者として

応募する分があれば、それについ

ても記載してください。 

ご自身が研究代表者として研究

中の課題以外にも、応募時点で

研究分担者として参画している課

題（研究中の分）についても記載

してください。 

（今回応募する分は「（１）応募中

の研究費」に記載してください。） 

研究課題を応募するに当たっての所属組織・役職を記載します。 

（通常は、「応募：和歌山大学・教授」または「受入：和歌山大学・

教授」のような記載となります。クロスアポイントメント制度適用者

は、実際の応募機関に合わせて「応募：●●●大学・教授」のよ

うな記載となります。） 

例：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

△△△△△△△△△の点で異なる。 

応募：和歌山大学・教授 

例：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

△△△△△△△△△の点で異なる。 

受入：和歌山大学・教授 

「（３）その他の活動」は自動算出されます。（１）と（２）の合計が１

００％を超える場合、エラー表示されますのでご注意ください。 


